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病虫害は少ない。 

幼樹の時期は根際より多数の枝を伸ばす

傾向があるが、生長するとこんもりとま

とまってくる。混み入ってきたら、枝を

間引く。花後、直に実が色づくので、花

殻を残して剪定すると実も楽しめる。 

寒さにも強く、日当りを確保すれば土壌

を選ばない。ある程度の大きさになると、

自然に樹形がまとまるので、徒長枝や枯

れ枝を取り除く程度で維持できる。カ

ラーリーフを生かした配置がお薦め。 
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好みの環境 
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鮮やかなカラーリーフが特徴の園芸品種。周囲

の植物との組み合わせでより効果的な配植にな

る。 

Memo 

赤紫の葉、ピンクを帯びる花、そして赤い実を

つける’ディアボロ’と新芽が黄金色、白花の’ルテ

ウス’がある。樹高１～１．５ｍ程の園芸品種。

どちらも植込みのアクセントとして人気がある。

コデマリを大きくしたような花をつけるアメリ

カ原産のテマリシモツケの仲間。 

生長：やや速い 特 記 

バラ科（APGⅢ） 科 名 

落葉／低木／木本植物／外来種・園芸品種 

アメリカテマリシモツケ   


